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当院では子育て中の職員をサポートするため 24 時間保育室を完備しております。
常勤・非常勤問わず利用でき、安心してお仕事に取り組める環境づくりをしております。



病院理念
私たちは地域の皆様に愛され、
大切な人に自信を持って薦められる
病院を目指します。

基本方針
1.　家庭の雰囲気で快適な生活環境を提供し、療養生活の充実に努めます。
2.　患者様の人生が豊かであるよう個人の人権と尊厳を尊重します。
3.　患者様本位の医療・介護サービスを実践します。
4.　病院機能の向上発展に邁進することで地域に貢献します。

－ － － －

院長　塚本 真

院長ご挨拶

三浦　美枝
（みうら　よしえ）

看護師
１２月１７日入職

髙𣘺　晃弘
（たかはし　あきひろ）

医師
１月１日入職

水本　朋美
（みずもと　ともみ）

介護士
１月１日入職

久保倉　彩
（くぼくら　さやか）

介護士
１月６日入職

及川　恵梨香
（おいかわ　えりか）

看護師
１月１６日入職

増田　やよい
（ますだ　やよい）

准看護師
１月１６日入職

三上　忠敬
（みかみ　ただとし）

看護師
１月２０日入職

鈴木　布佐子
（すずき　ふさこ）

介護士
２月１日入職

村山　奈央美
（むらやま　なおみ）

介護士
２月２５日入職

グエン　ティ　グエット
（ぐえん　てぃ　ぐえっと）

看護師
３月１日入職

矢代　幸子
（やしろ　さちこ）

看護師
３月１日入職

和田　里望
（わだ　さとみ）

看護師
３月３日入職

 　皆様お元気ですか。春は花粉症の季節です。今年は昨年の
猛暑により花粉が多く飛んでいます。花粉症は花粉に対する
アレルギー、免疫反応です。免疫は生体が異物を排除するた
めの仕組みのことで、多種類の細胞が関わります。異物が細
菌かウィルスか、または花粉かによって、違う免疫細胞が働
き反応も違います。
　免疫細胞の指揮官は血液中の白血球のなかの T細胞です。
T細胞もアレルギーを起こすものとウィルスを排除するもの
と役割分担しています。T細胞が部下である別の細胞に指令を出し、くしゃみを
出させたりウィルスをやっつけたりします。さらに免疫反応を止める役割の T細
胞もいて「制御性 T細胞」と呼ばれます。現在、この細胞を利用したアレルギー
治療が進んでいます。つまり体質改善を促し、アレルギーを抑え込みます。
　制御性 T細胞の存在を発見したのは日本の坂口志文先生です。そもそも免疫学
の世界的源流は、かの北里柴三郎先生ですので日本は免疫学の先進国です。
　皆様、免疫の勉強をしてアレルギーに対抗しましょう。

佐藤　幸子
（さとう　さちこ）

薬局事務
３月１６日入職

よろしくお願い致します



－３－

　今年も新年は獅子の舞を皆さまに
披露致しました。
書道部顧問の吉田春翠先生に揮毫い
ただきました新年の書を飾り、太鼓
と縦笛の演奏もあり、お正月らしい
豪華な会になりました。

保育室の子どもたちと今年も節分行事を行いました。
子どもたちは手づくりの鬼のお面で参加してくれまし
た。可愛らしいです♡
鬼が来たぞー！！無病息災を願って一生懸命、豆を投
げて鬼退治しました。

新年行事
－ 獅子舞 －

節分



　今年のひなまつりは、保育室の子どもたちと一緒にお祝いをしました。患者様
達はこの日にむけて子どもたちへ手作りプレゼントを用意。女の子には平額（ひ
らびたい）、男の子には烏帽子（えぼし）と笏（しゃく）です。 可愛い子どもたち
の登場に、皆さん笑顔が満開となりました。
　職員手作りの豪華３段飾りも目を引きますね。

　患者様、入所者様の療養生活が少しでも潤いのあ
るものになるよう、少人数や個別でレクリエーショ
ンを行っています。ちょっとした工作をしたり、一
緒に歌を唄う日もあります。お花を鑑賞しながら、
ただおしゃべりをする日も。
　さて、今日は一緒に何をしましょうか？

－4－

こちらが

平額です

レクリエーション
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